
エリアブランディング構想（早川エリア）研究会 資料

進捗状況（R6.10.15現在）

①

①水産市場の再整備
・市議会９月定例会で基本構想策定に係る補正予算議案が成立。
令和７年度末までの基本構想策定を目指し作業を進めている。

②エリア内をつなぐ船の移動
・小田原みなとまつりのコンテンツとして「港内クルーズ」を実施し、全
体利用者415名（大人259人、小人156人）となった。

・ただし、定期航路化には課題が多いことから、引き続き、イベント時の
実施等を通じて実現可能性について検証していく。

③エリア内外の移動を促す交通手段
・回遊性の促進を図る目的で「脱炭素モビリティーを活用した県西地域の
周遊促進業務（神奈川県交通政策課）」の事業として、市内の各拠点に
電動キックボードのスポットを設置する取組が進められている。

・小田原漁港本港周辺、漁港の駅 TOTOCO小田原付近にスポットが設置
された。

（参考）小田原みなとまつりで体験ブースを設置し、当日は加藤市長も試
乗。

④船による人の往来や災害時輸送
・「漁港における海上交通の受入可能性調査業務（県交通政策課）」の事
業として、湘南港と小田原漁港を結ぶクルージングツアーを、小田原あ
じ・地魚まつり（10/27実施予定）で実施して、利用者需用等を調査す
る（来年度も試験的なクルージングを実施予定）。

・併せて陸側のコンテンツについては、小田原市観光協会が、まち歩きツ
アー（2コース）を実施する予定。

⑤海のアクティビティ
・「海面の利用調整に関する懇談会（令和５年度：早川・小田原地区）」
を開催し、海の利用に関するマナー啓発に向けて検討を進めている。

⑥漁港の駅 TOTOCO小田原周辺の屋外空間活用
・毎月第２週目に「小田原・港の朝市」を開催し、毎回60人程度の購入
待ち行列が生じている。

・イベント広場の広さが足りないため、現状以上の出店は難しい。
（参考）「小田原みなとまつり」で荷捌き施設周辺の用地を使い、野外音

楽ステージや、クルマエビ釣りなど「港の縁日」を開催し、屋外
空間の有効利用を図った。
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